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日本 藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。

本会は定期刊行物 「藻類」を年4回刊行し， 会長に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円 (学生

は5，000円)を前納するものとする。 団体会員の会費は12，000円， 賛助会員の会費は l口20，000門とする。

庶務および会計に関する通信は， 602京都市上京区下立売通小川東入 日本藻類学会宛に，また「諜類」

への原稿の送付は 184小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸大学生物学教室内 日本藻類学会編集委員会宛にさ
れたし、。

The ]apanese Society of Phycology 

The]apanese Society ofPhycology， founded in 1952， is open to all who are i則 erestedin any aspect of phy<;.ology 
Either individuals or organizations may become members of the Society. The] apanese] ournal of Phycology (SORUI) 
is published quarterly and distributed to members free of charge 

Inquiries and other令 inlormationregardi時 thesoc以 yshould be addressed to The ]apancse Society of 

Phycology， Shimotachiuri Ogawa Higashi， Kamikyoku， Kyoto， 602 ]apan. The annual dues (1993) for overseas 
members are 7，000 Yen (Send the remittance to The] apanese Socicty of Phycology at the above address) 
Manuscript for publication should be submitted directly to the Edilor-in-Chief， Prof. 1. Shihira-Ishikawa， 

Dcpartment of Biology， Tokyo Gakugei University， Nukuikita-machi， Koganei-shi， Tokyo， 184 ]apan. 
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日本藻類学会秋季シンポジウムのお知らせ

本年度の秋季γ ンポジウムを下記の通 り開催します。機能性食品と しての海務の役割りは近年とみに注口

を集めてL、ますが，その中で特にノリにスポットをあててみました。多数の衡l来聴をお願いします。

海苔シンポジウム

海苔の機能性をめぐる諸問題

日

会

時 1993年10月29日 (金) 1 3 : 00~ 1 7 : 00 

場.JAホール(東京都千代用|夫大予悶Tl-8-3]Aピル)

フログラム

挨拶

(1)海苔マ グネ γ ウムの符臓石灰化抑制作用

(2)海苔の血清コレステロール低下作用

(3)ポルソイランの血管新生抑制作用

(4)ポノレブイランの抗変異原性作用

(5)海苔の抗腫湯性活性

(6)食品加工から見た海苔

l7lまとめ(機能性食品としての海苔1
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